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序章 研究の着眼点と研究⽅法  

序-1 研究動機 
2014 年、増⽥⽒を中⼼とする「⽇本創⽣会議」が発表したレポートによると、2040

年までに、全国 1800 市町村のうち約半数の 896 市町村が、20〜39 歳の⼥性が半減す
る「消滅可能都市」になる可能性がある。さらに、⼈⼝が１万⼈を下回る⾃治体は特
に消滅の危険が⾼いとしており、523 の⾃治体が該当している。この発表をきっかけ
に、地域の持続性に対する危機感が全国的に⾼まっている。地⽅ではこうした少⼦⾼
齢化による⼈⼝減少だけでなく、都市部への⼈⼝流出や過疎化など様々な課題を抱
え、問題視されている。筆者の出⾝である秋⽥県も年々⼈⼝減少や⾼齢化が進み、⼈
⼝減少率は 7 年連続で全国最⾼となっている。持続可能な地域づくりを⽀援するため、
同年 9 ⽉、内閣府に「まち・ひと・しごと創⽣本部」が発⾜した。地域活性化を重要度の
⾼い課題と位置づけ、地⽅が持つ特徴や魅⼒を⽣かした事業を後押しすることを⽬的に作
られた。こうした地⽅創⽣の柱として注⽬されたのが 「観光」だ。現在では各地で盛ん
に観光政策に取り組んでおり、地⽅の特⾊を活かした様々な戦略を展開している。その⼀
⽅で、観光客の急増や⼀部地域への集中によって、混雑や物価の⾼騰、 騒⾳やゴミ問題
による住⺠⽣活の侵害等の観光政策の負の効果が現れ、その対応に追われる地域が増えつ
つある。これはオーバーツーリズムと呼ばれ、観光地が耐えられる以上の観光客が押し寄
せ、地域や環境に悪影響を与える現象を指す。それとは逆に、⾒込んでいた収益や効果が
得られず負債を抱える例も存在する。つまり、⼤掛かりな観光はかえって地⽅を消耗させ
てしまうという危険性があるのだ。観光による集客と⾔われると、ターゲットは県外や国
外からの観光客を主として考えがちであるが、地域にとって最も⾝近にいる客は地域住⺠
である。外部客からの観光収⼊を⽬的にするのではなく、地域の中で⾦を循環させる地域
住⺠のための観光が地域経済の衰退を⾷い⽌める⼀つの可能性として求められているので
はないだろうか。その⼀例として「まちあるき」が挙げられると考えた。そこで、まちあ
るき観光は地域とどのように関わり合い、どのような効果を⽣み出すのか。そこにはどん
な⼈が関わり、プロセスが⽣まれているのかを明らかにしたい。 
 

序-2 調査対象地 
調査対象地として、筆者の地元である秋⽥市の駅前周辺部で⾏われているまちあるき観

光を選ぶことにした。秋⽥県は、2020 年 1 ⽉ 1 ⽇時点で⼈⼝は 98 万⼈と、記録が残って
いる 1968 年以降で初めて百万⼈を割った。県の⼈⼝を年齢別にみると、総⼈⼝に占める
15 歳未満の割合は秋⽥が 9.81%で、全国で唯⼀ 10%以下である。総⼈⼝に占める⾼齢者
の割合も秋⽥県が全国最⾼の 36.55%iだ。そんな秋⽥県の県庁所在地である秋⽥市は、⾏
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政や商業の集積地でありながらも駅前の商業ビルは夜の 9 時に全て閉店し、秋⽥駅のすぐ
そばにある駅前商店街は空き店舗が⽬⽴っている。駅から伸びる⼤通りは夜になるとほと
んど歩いている者はなく、イベント事がないと賑わいはあまり感じられない。全国トップ
の⼈⼝流出や⾼齢化の問題を抱えた秋⽥で⾏われているまちあるき観光の実態を調査する
ことで、まちあるき観光が地域課題にどのような形でアプローチしているのかという視点
から、地域への貢献性を判断できると考えている。 
 

序-3  本論⽂で明らかにしたいこと 

本論⽂で明らかにしたいことは以下の 2 点である。 
1 まちあるき観光は地域にとって何をもたらすのか 
2  まちあるき観光が地域に貢献するために重要な要素は何か 
  
 まちあるきの地域貢献性の観点には「地域経済循環」、「地域価値再発⾒」この 2 点が
キーワードになると考える。まちあるき観光とその他の観光との相違点は、外部から来た
観光客をメインターゲットとしていないという点だ。地元の住⺠も参加者となり、まちあ
るきの過程で地元のお店で⾷材を購⼊したり、昔から営業している地元⾷材を使った飲⾷
店で⾷事をしたりと地域にお⾦を使うことで地域住⺠によるお⾦の循環が⽣まれるだろ
う。また、⾃分たちが普段から暮らす地域を観光することで、いつもは⾏かない店や⽂化
施設を知ることができ、⾃分の住む街にはこんなにたくさんの店や施設があるのか、こん
なにいい場所なのだと、地域の新たな価値に気づくきっかけとなる。近くに住んでいるか
らこそ⼀度きりではく何度も⾜を運びたくなるというリピーター客の増加にも繋がるだろ
う。この 2 点こそが、地域に根ざした観光を作るための重要なテーマであると仮説を⽴て
た。本論⽂では、この 2 点を軸にまちあるき観光について⾔及したい。 
 地域内経済効果を単に⾼めるのであれば、広告活動を盛んに⾏い、タイムセールスを⾏
うなどの⽅法をとれば簡単に客を集めることは可能だろう。しかし、まちあるきという⼀
つのイベントを企画、運営した⽅はまちあるきを通して地域に経済効果だけではない何か
をもたらすために企画を⾏なったと考える。発起⼈の動機や開催までのプロセスを分析す
ることでまちあるきが開催から軌道に乗り、何らかの地域貢献をもたらすために必要な要
素を⾒つけたい。 

 

序-4 研究⽅法及び論⽂構成  

<研究⽅法>  
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・⽂献調査 
・関係者へのインタビュー 
・調査対象地でのフィールドワーク 

本論⽂において、上記の 2 点を明らかにするために、近年⾏われている観光政策の確認
と問題点の洗い出しとともに、地域で経済を循環させる意義を確認する必要があると考え
る。そこで、まず⽂献を⽤いて、⽇本における観光政策の近年の動向を調査し、今後の論
を展開するに当たって必要な知識の確認を⾏った。さらに観光の⼤きな⽬的である経済効
果を⽣み出すまでのプロセスや、地域に還元されるお⾦の回り⽅についても分析する。(1
章)。更に、先⾏研究では、まちあるきの定義と、⾏うことで得られる効果、まちあるきの
成功例の分析を⾏った(2 章)。 
 調査対象地である秋⽥市については、⾏政が作った都市計画や歴史年表などから、秋⽥
市が抱える課題と課題が⽣まれた経緯、そして観光に対する取り組みを確認した(第 3
章)。 
 事例調査については、2 つを主な事例として扱い、発起⼈の⽅からこれまでの経緯やど
のような⾏動を起こしたのかなど当時の想いを聞き出すためにインタビューを⾏った。そ
のインタビュー結果を考察することで、まちあるきをきっかけとして、地域内経済循環を
⽣み出すプロセスついて探った(4 章)。さらに、インタビュー結果の考察から⾒えてき
た、地域内経済循環が成功するために重要な要因を検討した(5 章)。 
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第1章 観光と地域経済循環に関する現状理解  

 本章では、地⽅が観光を⾏う意義を確認し、現在の観光の実態や課題を概観し、次章以
降の地域に根ざした観光についての議論を⾏う前提として位置づける。なお、本論⽂にお
ける都市と地⽅の定義については、都市を「国⼟交通省が定義する東京圏、⼤阪圏、名古
屋圏の三⼤都市圏及び札幌、仙台、広島、福岡・北九州の地⽅中枢都市圏ii」とし、それ以
外の地域を地⽅とする。  
 

1-1  観光の意義 

 現在観光振興に向けた取り組みは全国各地に広がっているが、ここで地域が観光に取り
組む意義について考える。  
国⼟交通省では、観光の定義を⼈々、地域、国⺠経済、国際社会の4つの視点から述べて
いる。iii 

○⼈々にとって 
・観光は、単なる余暇活動の⼀環としてのみ捉えられるものではなく、⼈々の⽣きがいや
安らぎを⽣み出し、ゆとりとうるおいのある⽣活に寄与し、また、⽇常⽣活圏を離れて多
元的な交流・触れ合いの機会をもたらし、⼈と⼈の絆を強めるものであること 
・⼈々が地域の歴史や⽂化に触れ、学んでいく機会を得ることにより、各個⼈レベルにお
いて、多様な価値に視野が拡がること 
    
○地域にとって 
・地域にとっても観光振興のために地域固有の⽂化や伝統の保持・発展を図り、魅⼒ある
地域づくりを⾏うことは、アイデンティティ（個性の基盤）を確保し、地域の連帯を強
め、地域住⺠が誇りと⽣きがいをもって⽣活していくための基盤ともなること 
・観光によるまちづくりが地域活性化に⼤きく寄与すること 
    
○国⺠経済にとって 
・観光産業は、旅⾏業、交通産業、宿泊業、飲⾷産業、アミューズメント産業、⼟産品産
業、旅⾏関連産業等幅広い分野を包含した産業であり、その我が国経済に与えている影響
についてみると、直接消費は約２０兆円にのぼり、さらに波及効果を含めると、我が国経
済全体に対する効果は約５０兆円と算定されている等、経済効果は乗数的に極めて⼤きい
ものとなっていること 
    
○国際社会にとって 
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・国という単位で捉えた場合、外国⼈との直接的な交流・出会いは、メディアを通じての
⾒聞とは異なり、実際の⼈間像と⽣活をよりよく理解できる機会をもたらすものであるこ
とから、国⺠各個⼈レベルの国際観光交流は、国際相互理解の増進、国際親善、ひいては
国際平和に貢献するものであること 

地⽅が国からの補助⾦をあてにするのではなく、⾃地域で経済を回し、さらに⻑期的に
発展していくためには、地域が抱える課題そのものである⼈⼝減少、少⼦⾼齢化に対して
直接のアプローチが必要不可⽋であるが、そうした政策が構想から実⾏、そして効果が発
揮されるまでには相当な時間がかかる。そこで、地域外から観光客などの訪問者を増や
し、地域内の飲⾷や体験、宿泊などの需要を底上げすることで、短絡的に地域の経済を活
性化させることができる。観光は直接的な消費だけでなくプラスアルファの消費をもたら
す波及効果を持つ。⼈々の観光⾏動に対して財およびサービスをもって対応する、営利を
⽬的とした諸企業の総体を観光産業と呼ぶ（⼩⾕,1994, pp91）。産業分類の中には観光産
業という分類はなく、⼀般には旅⾏業、宿泊事業、飲⾷業、サービス業などの総体を指す
ことが多い。現在は観光⾏動の多様化により、観光産業の範囲は幅広い。つまりどんな産
業においても、その利益が観光を通じて得られる場合には、観光産業としての側⾯を持つ
ことになる。 

 
図1-1 産業別経済効果 

資料：国⼟交通省 平成19年度 観光⽩書(観光の状況に関する年次報告) 平成17年度の
経済効果より引⽤ 
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図は、国⼟交通省が発表した、平成17年度の国内の観光消費がどのような経済効果をも
たらしたかをまとめたものである。旅⾏そのものに使われた消費を指す旅⾏消費額24.4兆
円に対し、そこから⽣まれた付加利益は2倍を超える55.3兆円と⾼い効果を⾒せている。例
を挙げると、旅館に泊まって⾷事をとったとする。客が⽀払うのは旅館への宿泊料のみだ
が、⾷事で使われた⾷材を卸す⼩売業や、旅館まで運搬する運輸業にも波及効果として利
益を⽣んでいるのだ。つまり観光は、観光産業への直接的な経済効果をもたらすとと同時
に、国内の幅広い産業へ⽣産波及効果をもたらしていると⾔える。 

国⼟交通省の定義によると、観光の持つ⼒は経済⾯だけではない。地域の持つ様々な⼒
を引き出す効果があると⾔われている。例えば、観光を通じた地域⽂化の発掘・保全、教
育としての歴史・⽂化施設の利⽤、健康増進を⽬的とした⾃然資源の活⽤、観光を通じた
地域住⺠との交流などが挙げられる。さらに、観光は第⼀次産業の衰退、環境問題、⾼齢
者化、交通問題など地域が抱える様々な課題を解決するための⽷⼝となる役割を果たす場
合もある(別府,2016,pp8)。また、観光をする側が得られるものとして、「出会い」がある
と定義されている。観光地で仲間と語り合い、現地の⼈から地域に関する話を聞くといっ
た⼈と⼈との出会い。そして、旅⾏先でその地域の地元⾷材を⾷べたり、ツアーガイドの
説明を聞いて地域の歴史を知るなどの新たな⽂化との出会い。そんな現地でしか味わうこ
とのできない⼈や⽂化との出会いも観光における重要な効果である。 
 

1-2  近年の⽇本の観光の動向 

⽇本では新たな産業基盤として年々観光産業に⼒を⼊れている。ここでは、⽇本が
近年注⼒して⾏なっている観光政策について確認する。 

1-2-1 ⽇本のインバウンド需要 
 インバウンドについてみる前に、先に世界的に⾒た海外旅⾏について触れる。 
国連世界観光機関による 2020 年 1 ⽉の発表によると、2019 年の世界全体における国
際観光客数ivは前年より約 5400 万⼈増加し、14 億 6100 万⼈となった。2009 年はリ
ーマンショックの影響から数は減少したが、それ以降は 10 年連続で増加を続けてい
る。 
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図 1-2 国際観光客数の推移 
資料：国⼟交通省 「観光⽩書 令和 2 年度版」2020 pp4 より引⽤ 

 

 

この結果から、世界的に海外へ旅⾏するニーズは増えているということがわかる。特に
⽇本は世界的に⾒ても観光地として⼈気な国で、2018年の国際観光収⼊ランキングでは⽇
本は421億ドルで世界9位、アジアではタイに次ぐ2位である。2019 年の訪⽇外国⼈旅⾏者
数は、過去最⾼となる 3188 万⼈となり、7年連続で過去最⾼を更新している。 
 
 
 
 
 
 
 

 
図1-3 訪⽇外国⼈旅⾏者数の推移 

資料：国⼟交通省 「観光⽩書 令和2年度版」2020 pp10より引⽤ 
 

⽇本⼈と外国⼈の旅⾏者数の予測値として、⽇本⼈国内宿泊旅⾏者と訪⽇外国⼈旅⾏者
の推移を2030年まで予測したデータも発表されている。これによると、⼈⼝減少と⾼齢化
により⽇本⼈の国内旅⾏者数は今後減少していくのに対し、訪⽇外国⼈旅⾏者数は今後も
伸びていくと予想されている(岡本,2018, pp146-147)。⼈⼝減少や少⼦⾼齢化が加速する
⽇本では、国内旅⾏者だけに⽬を向けるのではなく、外国⼈旅⾏者へのさらなるアプロー
チが重要となっている。 
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訪⽇外国⼈は来訪者数だけでなく⽇本での消費額も年々増加し、訪問先や観光地での⾏
動が多様化している。観光庁の訪⽇外国⼈消費動向調査によると、2012 年の訪⽇外国⼈
旅⾏者のうち、54.2%は三⼤都市圏のみを訪問先としていたが、その割合は 2015年には 
48.2%となり、地⽅部を訪れる訪⽇外国⼈旅⾏者の割合が東京、⼤阪、名古屋の三⼤都市
圏のみを訪れる割合を上回った。 2018年には、地⽅部を訪れる訪⽇外国⼈旅⾏者の割合
は57.7%に達し、さらなる拡⼤を⾒せている。この原因として、国⼟交通省は訪⽇外国⼈
旅⾏者の関⼼が多様化し、特に「地⽅型コト消費」への関⼼が⾼まっているためだと分析
している。訪⽇外国⼈旅⾏者が訪⽇前に最も期待していたことは、2014 年には⽇本⾷を
⾷べることと、ショッピングを合わせた割合が48.5%と約半数を占めていたが、2018 年
には 40.4%に減少している。この結果から、訪⽇外国⼈旅⾏者の⽇本観光でやりたいこと
が多様化していることが考えられる。また、訪⽇外国⼈旅⾏消費額の費⽬別構成⽐の推移
をみると、娯楽サービス費の割合は、2015 年以降4年連続で拡⼤し、2018 年には 3.8%
となっているという結果から、コト消費のニーズの⾼まりがわかる。 
「コト消費」を⾏う訪⽇外国⼈旅⾏者は、地⽅部への訪問率が⾼く、例えば、スキー・

スノーボードを訪⽇前に最も期待していた訪⽇外国⼈旅⾏者は地⽅へ訪問する割合が 
87.4%、温泉⼊浴では 75.0%と、全体平均の54.3%を⼤きく上回っている。⽇本の三⼤都
市圏には⼤規模な商業地が存在し、そこで安くて質の⾼い⽇本製品を⼤量に購⼊して帰る
「モノ消費」いわゆる爆買い外国⼈が多かった。しかし今ではスポーツや温泉、⾃然体験
ツアーなどそこでしか体験できないコト消費の需要が⾼まっているのだ。コト消費につい
ては、次章で詳しく説明する。 
 
 

1-2-2 ⾒るから観るへと変わった観光 
 先述の通り、消費⾏動として、物品を購⼊する「モノ消費」から、体験にお⾦を使う
「コト消費」へのニーズが⾼まっている。経済産業省の公表した『平成27年度地域経済産
業活性化対策調査報告書』では、モノ消費とコト消費について以下のように説明されてい
る(経済産業省,地域経済産業グループ,2015,pp6-7)。 
 
モノ消費…個別の製品やサービスの持つ機能的価値を消費すること 
コト消費…製品を購⼊して使⽤したり、単品の機能的なサービスを享受するのみでなく、
個別の事象が連なった総体である「⼀連の体験」を対象とした消費活動のこと 
 

コト消費は、商品⾃体が持つ価値を感じるモノ消費とは異なり、商品やサービスによっ
て得た体験に価値を置いている。コト消費に注⽬が集まった背景として消費の成熟化vが挙
げられる。絶え間ない技術⾰新が進む現代社会において、⽣活必需品は当たり前のように
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ほとんどの⼈が持っている世の中となった。例えば家具を買おうと思って家具屋に⾏き、
カタログを⾒せてもらうと形、⼤きさ、⾊など⼀つの家具でも何百種類もの商品が掲載さ
れている。モノが溢れる時代になったことでモノをこれ以上増やすことに魅⼒が感じられ
なくなったのではないだろうか。また、インターネットの普及により世界各国あらゆるも
のがいつでもどこにいようと指を動かすだけでボタン⼀つで購⼊できるようになった。定
額で商品やサービスが使い放題なサブスクリプションサービスも誕⽣し、モノを持たない
⽣活という選択肢が増えたことも原因の⼀つだと考えられる。 
 観光における「コト消費」は、より特別な体験を求め地⽅へ向かう傾向を強める要因の
⼀つとなっている。観光庁では国内外の観光客に新たな地域への来訪動機を与え、地⽅誘
客を図ることを⽬的に、平成２８年度より「テーマ別観光による地⽅誘客事業」に取り組
んでいる。令和元年度には以下の9つのテーマが設定され、広報活動や活性化に⼒を⼊れ
た。 
令和元年度選定テーマ 
① アニメツーリズム…アニメ作品の舞台や作品にゆかりのある地域（＝アニメ聖地）を

巡る旅 
② サイクルツーリズム…⾃転⾞に乗りながら観光資源を五感で感じ、楽しむことを⽬的

としたツーリズム 
③ 全国ご当地マラソン…スポーツツーリズムの⼀種。観光要素を含んだマラソン 
④ 忍者ツーリズム…⽇本各地の忍者ゆかりの地を訪れ、実在した忍者の歴史や⽂化、技

術を知る。 
⑤ 百年料亭…百年以上続く料亭を拠点として、⽇本の建築技術と⽇本料理の素晴らしさ

を楽しむ 
⑥ 産業訪問…歴史的・⽂化的価値のある産業⽂化財を観光資源とし、ものづくりの⼼に

ふれる観光 
⑦ ONSEN ガストロノミーツーリズム…温泉地を拠点にしたツーリズム 
⑧ 郷⼟⾷探訪〜フードツーリズム〜…地域ならではの⾷をその地域で楽しむことを⽬的

としたツーリズム 
⑨ 宙ツーリズム…星空、オーロラ観賞、ご来光、ロケット打ち上げ体験等を楽しむツー

リズム 
 

国⼟交通省が発⾏している令和元年度版観光⽩書によると、コト消費ニーズに応えるた
め、全国各地で地域資源を活かした観光が作られている。 

例えば埼⽟県春⽇部市では、旅⾏会社と協⼒してインフラツーリズムとして⾸都圏外郭
放⽔路の⾒学ツアーを⾏なっている。地底50mを流れる⾸都圏外郭放⽔路は、⽇本が世界
に誇る最先端の⼟⽊技術を集結して建設された世界最⼤級の地下河川である。埼⽟県春⽇
部市にある“巨⼤地下神殿”と称される調圧⽔槽の壮⼤なスケールが⼈気を集めており、⽶
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国CNN をはじめ多くの海外メディアでも⽇本の⼤胆な洪⽔対策として紹介され、2008年
には3.5万⼈もの⾒学者を動員し、⼤きな注⽬を集めている。 

他にも、サイクリングと観光を組み合わせ、⾃転⾞に乗りながら、地域の⾃然や⾷事・
温泉といった様々な観光資源を楽しむことを⽬的とした瀬⼾内しまなみ海道でのサイクル
ツーリズムも盛んだ。⾏政だけでなく地域住⺠やNPO、⺠間企業が協⼒して受け⼊れ整備
や国内外への積極的なプロモーションが成功して「サイクリストの聖地」としてのブラン
ドが確⽴されており、レンタサイクル貸出台数は年々増加している 

(国⼟交通省,「観光⽩書 令和元年度版」2019 ,pp67-69)。 
この⼆つの例から、「コト消費」を活⽤した観光は、⼀から観光名所を作り上げるので

はなく、もともと地域にあった資源を住⺠に開放したり他の要素と組み合わせたりするこ
とで、独⾃の魅⼒を⽣み出していることがわかる。これは体験の固有性につながり、魅⼒
的な観光の創出につながっている。また、地域住⺠も主体的に関わっている点も近年のコ
ト消費観光の⼤きな特徴である。 

 

1-3  現在の観光政策が抱える課題  
 これまでに⽇本の観光のトレンドとして、インバウンド効果の期待、コト消費ニーズの
増⼤の 2 点を挙げた。しかし、これらはメリットだけではなく地域の状況や対応によって
は様々な問題が⽣じる危険性を持っている。以下では 2 つの観点から観光政策が抱えてい
る課題について述べる。 

1-3-1 観光による地⽅の疲弊 
 多くの観光客が訪れることで受け⼊れ側の⾃然環境や住⺠⽣活が損なわれる場合があ
る。それが「オーバーツーリズム」だ。オーバーツーリズムの明確な定義は存在しない
が、国連世界観光機関が定める「環境容量」を使って説明される。環境容量は「訪問客の
満⾜度の低下と物理的、経済的、社会⽂化的環境資源の減少と破壊を引き起こすことがな
く、同時に観光地を訪問するかもしれない⼈々の最⼤数」と定義されている。オーバーツ
ーリズムは、「環境容量を超えて観光客あるいは観光関連の事業者が⾃然や景観、伝統的
建築物などの観光資源を過剰に利⽤することを指す(⾼坂,2020 ,pp24)。」オーバーツーリ
ズムは世界各国の観光地で問題となっているが⽇本で特に深刻化している地域は京都だ。
⽇本を代表する国際観光都市である京都では、世界中から毎年 5000 万⼈以上の観光客が
押し寄せ、以前は閑静だった神社や寺院でも観光客で⼤混雑するようになった。路線バス
は観光客でいっぱいになり、本来のバス発⾞時刻に合わせてバス停に向かうとほぼ間に合
わない。ポイ捨てやマナーの悪さだけでなく、観光客の⼀極集中による雇⽤の不安定化と
いった課題を抱えている。国連世界観光機関は「持続可能な観光」を唱え、観光開発に関
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する環境、経済、社会⽂化の 3 つの側⾯の間で適切なバランスを図り、その⻑期的な持続
可能性を確保しなければならないと述べている。観光は客を呼べばそれだけで成り⽴つも
のではなく、観光客の規模や特性に耐えうるだけのインフラを整備することが観光の維持
に必要不可⽋なのである。財源が限られている地⽅では、観光資源と観光客層の親和性を
丁寧に検討し、慎重に観光政策を進める必要があるだろう。 

 

1-3-2 コロナウイルスへの懸念 

 コロナウイルスによって旅⾏や観光のあり⽅が⾒直されている。2020年中国の武漢で原
因不明の肺炎として発⾒された新型コロナウイルス。1⽉16⽇に初めて⽇本での感染が確
認されると次々に感染者が⾒つかり、全国的かつ急速な蔓延状況から、2020年４⽉７⽇に
東京、神奈川、埼⽟、千葉、⼤阪、兵庫、福岡の７都府県に緊急事態宣⾔を⾏い、４⽉16
⽇に対象を全国に拡⼤した。このように今もなお全国的な拡⼤を⾒せる流⾏により、移動
⼿段の管理や⼊国禁⽌など、国際的な移動は制限されている。訪⽇外国⼈数は2020年9⽉
時点で13,700⼈と前年同⽉⽐マイナス99.4パーセントviと⼤幅に減少し、国内観光客数も同
様に⼤きく減少したことで宿泊やツアー旅⾏のキャンセルが相次ぐなど旅⾏業界は甚⼤な
影響を受けている。コロナ禍により、⼈々の観光に対する意識が変化したことを⼭⽥⽒は
問題視している。オーバーツーリズム問題では、騒⾳やゴミ問題などの影響を受けるのは
観光地に近い距離に住む⼀部の住⺠に限定されていたが、コロナウイルスでは「そのほか
の地域住⺠も観光を直視して、恐怖を感じるようになった」と指摘している。また、「地
域に肯定的に捉えられていた観光が、悪役になりつつある。地域から拒絶反応が出てきて
いるのが、観光産業にとって最も深刻な問題」と、観光客を怖がる受け⼊れ地域と、⼀刻
も早く⾚字から回復するために客を呼びたい観光産業の対⽴構造ができていることを述べ
ている。 
 観光は地域にとって必ずしも歓迎されるものではなかったが、コロナ禍により、ますま
すこの傾向が地⽅部で⾼まっている。飲⾷店や宿泊業者は、今回の騒動で1⽇でも早く客
⾜が戻ることを待ち望んでいるが、地域に住む住⺠たちは外からやってくる観光客を危険
視している状態が続いている。店の存続のために売り上げや集客を意識することはもちろ
んだが、今後は地域住⺠の安全性も含めて観光を作り上げることが必要不可⽋となってく
ると考えられる。コロナ禍により観光に対する信頼性が求められるようになった以上、こ
れまでのように外部から観光客を受け⼊れるためには、感染症対策はもちろん、地域住⺠
への理解を丁寧に進めるなどより⼀層受け⼊れ態勢を強化する必要があるだろう。観光に
かける財源が多くない地⽅にとって、外部からの観光客をメインターゲットにした観光形
態はますます財政を逼迫するものとなる危険性があるため、今後は闇雲に間⼝を広げるの
ではなく、観光客のニーズを⾒極めた観光形態の構築が求められるのではないだろうか。 
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1-4 地域経済循環に関する研究 
地⽅が観光を⾏う主な⽬的は経済効果だ。確かに観光によって客を呼び、⾦を集めるこ

とができても実際にその⾦が地域内で使われ、地域に還元されずに外部へと流れ出る構造
だと意味がない。地域経済を持続的に回していくための考え⽅として、地域内で⾦の流れ
を作る地域経済循環という考え⽅が⼤切である。ここでは、地⽅部において地域内の⾦が
どのように動いているのかの現状把握と、地域経済循環を⾼めるための観光について考え
る。 

1-4-1 地域からの所得流出 

 
図1-4 秋⽥県秋⽥市国道13号線に並ぶ店舗 

資料：2020年11⽉筆者撮影 
 

上記は、秋⽥市で多くの交通量がある国道 13 号線の写真だ。この写真からもわかるよ
うに、幹線道路やバイパス沿いに、全国チェーンの施設や店舗が⽴ち並ぶ⾵景は地⽅都市
によく⾒られる。たくさんの店があり多くの⼈が⾏き交う光景に⼀⾒地域経済が活性化し
ていると思うが、そこで売っているサービスや商品のほとんどは地域外から提供されてい
る。そして、そこで得られた利益も本社に送られてしまう。つまり、そうした場所で買い
物をすればするほど地域からお⾦が外部へ流出する仕組みとなっているのだ。図 1-5 は、
島根県の⻄部に位置する益⽥圏域に関わるお⾦の動きを図⽰したものだ。この図から、地
域内から域外へモノやサービスを調達するためにかかった費⽤が、合計 1420 億円(域外市
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場産業からの 967 億円と、域内市場産業からの 453 億円の合計)にのぼっていることがわ
かる。益⽥圏域の⼈⼝は 7 万⼈のため、単純計算でも⼀⼈当たり 200 万円以上、外部から
モノやサービスを購⼊している。域外からの調達費は、住⺠の年間所得である 1556 億円
に匹敵している。つまり、住⺠の収⼊をほとんど地域外に提供している状態となっている
のだ。 

 

1-5 益⽥圏域(益⽥市・津和野市・吉賀市)における資⾦フロー(2003 年) 
資料：藤⼭浩 「図解でわかる⽥園回帰 1%戦略「循環型経済」をつくる」2018 pp8 よ

り筆者作成 
 

たとえ地域外から補助⾦や資⾦をたくさん受け取ったとしても、その⼤部分が地域外に
流出してしまう構造では、地域内の取得はそれ以上増えない。それはちょうど⽳の開いた
バケツで⽔を汲むようなものだと藤⼭は指摘している(藤⼭,2018,pp7)。つまり、地域経済
を考える上では店や施設の数ではなく、そこで得たお⾦が地域内でどのくらい使われ、ど
のくらい外へ流出しているかを考えることが重要である。外部に依存しすぎない地域経済
を作るには、お⾦が漏れている場所を知り、そこを塞ぐような仕事や政策を⽣み出して漏
れ⽳を塞ぐことが求められている。 

⼈⼝約 3400 ⼈、⾯積の 9 割が森林の北海道下川町では、漏れ⽳に着⽬した取り組みを
⾏っている。2006 年に制定した⾃治基本条例に持続可能な地域社会を⽬標にし、街全体何
にどのくらいお⾦を使っているかを把握する必要が出てきたという。⼤学と協⼒し、町内
事業所への調査を⾏った結果、収益を上げている産業は林産業と農業に対し、⽀出は⽯
油・⽯炭と電⼒が⼤きく、13 億円がエネルギー⽀出として外に出ていることが判明した。
そこで、この⽳をふさごうと、⽯油・⽯炭にバイオマスエネルギーを置き換えてエネルギ

     住民 
(所得1556) 

(単位：億円) 

域外市場産業 
       730 

域内市場産業 
       2691 
 

圏域内 

圏域外 

域外出荷 
    530 

域外調達 
    967 
 

域外出荷 
    327 

域外調達 
    453 

賃金 

消費 
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ー⾃給率を⾼める計画「下川町バイオマス産業都市構想」が⽴てられる。2014 年時点で年
間 1800 万円の燃料コスト削減が実現し、浮いた⾦は⼦供の医療費の無償化や、ボイラー
熱を利⽤したコンパクトタウンの設⽴に充てられているという。この事例は、⼤学や町内
の事業所といった地域の⼈的資源を有効活⽤して解決に当たったこと、漏れ⽳をふさぐだ
けでなく、そこで⽣まれた利益を地域に還元していることが成功要因だと考えられる。さ
らなる⽬標として、下川町の環境未来都市推進課 SDGs 推進戦略室室⻑の蓑島⽒は「地域
の経済は、事業体と家計の 2 本柱から成り⽴っています。どれだけ町で漏れ⽳をふさいで
も、家庭でネットショッピングばかりされたら意味がないですから」と、事業体だけでな
く、家庭からの漏れを把握する必要性を語っている。⼀般社団法⼈持続可能な地域社会総
合研究所所⻑の藤⼭⽒は、「⼩さな地域単位で経済循環をつくり直してお⾦のめぐりをよ
くすること。その⼀つ⼀つを⽣態系のようにつなげていくことが、もう⼀度⾜腰の強い経
済をつくるための⽅法だと思います。」 
と、町や村ごとの⼩さな地域単位で経済循環を⾒直すことが地域経済再建の⼀つの⽅法だ
と述べている。 

すでに⼤きく漏れ出ている⽳を埋めるには、継続的かつ⼤規模な対策を講じることが不
可⽋なように感じるが、蓑島⽒と藤⼭⽒の話から、地域内の⼩さな経済圏での漏れを少し
ずつ埋めていくことも重要な⼀歩であることがわかる。では、地域内の漏れを埋める⼿段
として観光はどのように関係しているかを次節で考える。 
 

 

1-4-2 観光によって地域経済循環を⾼めるには 
上記で述べた、地⽅部の経済循環において課題となっている漏れバケツ理論について、 

観光はどうアプローチできるか。これは、域内調達率が鍵になっていると考える。 
⼀般に、観光における消費は、主にその地域を訪れる数量「観光客数」と、観光客⼀⼈

当たりの消費額である「消費単価」の掛け合わせで算出される。そして、観光消費から収
⼊を得た事業者が、販売商品や原材料などを域内から調達する割合である「域内調達率」
を乗じて計算することで、観光消費が地域にもたらす経済波及効果がわかる。そして、こ
れら 3 つの指標をバランスよく⾼めていくことで地域経済の持続的な好循環につながる
(川⼝,2015,pp41-42)。 
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図1-6 観光消費の経済波及効果を構成する3つの指標 

資料：川⼝明⼦「観光消費を源とする 地域経済活性化の道筋を探る」観光⽂化225号 
2015 pp42より筆者作成 

 

観光消費の経済波及効果に⼤きな影響を与える指標は「域内調達率」である。しかし、
観光客数や消費単価を観光政策⽬標の指標として活⽤するケースは多いが、域内調達率を
活⽤する事例は⾒かけないと、川⼝は指摘している。域内調達率とは、「観光事業者の仕
⼊れる販売商品や原材料などをできるだけ域内から調達し、観光消費の域外への漏出を防
ぐという考え⽅である(川⼝,2015, pp42)。」地域に観光客が訪れた場合でも、提供する⾷
材やお⼟産などの原材料、製造が地域外でされていると、経済効果が外部へ流出している
ことになる。つまり「域内調達率を⾼める」を⾔い換えると、地域の観光事業者が地場産
品を積極的に活⽤するということである。地⽅⾃治体による地場産品の活⽤を促進する取
り組みの代表例が「道の駅」である。今では多くの道の駅で農産物直売所が設置され、地
域で取れた新鮮な野菜や⿂介類などが購⼊することができる。 
 地場産品の活⽤は、観光客のニーズにも合致するという。公益財団法⼈⽇本交通公社が
旅⾏アクティブ層viiを対象にしたアンケートによると、旅⾏先で⼟産品を購⼊する際には
「地場産品であること」を重視している⼈が最も多い。また、観光客が旅⾏先で⾷事を選
ぶ際に重視することという質問に対して、⼀番は「その⼟地の名物料理であること」第⼆
位に「新鮮な⾷材を使っていること」が挙げられている。この 2 つのアンケート結果か
ら、観光客のニーズの本質は「そこにしかないもの」なのではないかと川⼝は考察してい
る。その⼟地で採れた新鮮な⾷材を使った名物料理を⾷べたい、という想いの裏には単な
る知名度の⾼さや価格ではなく、地域固有のものであるという点に観光客は強い魅⼒を感

観光客数……域外から観光地域を訪れた来訪客数 
 

消費単価……滞在した観光地域における一人一回当たりの消費額 

 
 

域内調達率…販売商品や原材料などを域内から仕入れる割合 

 

観 
光 
消 
費 
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じていると考えられる。 
 このように地場産品の活⽤は地域経済と観光客の双⽅にメリットがあるが、観光事業者
の視点に⽴つと課題も多い。川⼝は、「域内⽣産品の仕⼊価格の⾼さ」「年間を通じて安
定的な供給が担保されないこと」「商品の品質」「仕⼊れルートの未開拓」 「商品情報
の少なさ」といった課題があると指摘している(川⼝,2015,pp43)。域内調達率の向上を追
い求めると、利益や質を担保できないという危険性がある。 また、観光客との直接の接
点が少ない地元⽣産者は、観光への関⼼が低いという点も、地場産品の観光への活⽤が⽣
まれにくい⼀因となっているという。   

 観光産業において、域内調達率を⾼めることは観光客のニーズに応えるだけでなく、地
域経済の循環につながるため効果が期待されているものの、持続的な効果を⽣むには未だ
課題が多いという現状にある。地域の地場産品活⽤が進まない要因の⼀つに、地域内に存
在している⽣産品が、地域にとって魅⼒ある地域資源としてあまり認識されていないこと
が挙げられるのではないだろうか。地域には⼩売店、⻘果店、⾐料品店など多くの店があ
るものの、多数の⼈々は⼤型ショッピングモールやインターネットを使って購⼊していて
地域のお店を利⽤する機会がほとんどないどころかどこにあるのかわからない⼈が多いの
ではないだろうか。地域内の価値を認識することは、外部からの観光客誘致につながるだ
けではなく、地域内住⺠が⾃分たちの地域の魅⼒に気づくことで、これまで外部から得て
いたモノやサービスを地域内のものに置き換えることは新たな地域内経済循環が⽣まれる
きっかけになると考える。つまり、地域価値再発⾒は⼩さな地域単位でのお⾦の漏れ⽳を
埋める可能性を持つことにつながるのだ。そんな地域価値再発⾒という効果をもたらす観
光として、まちあるきが期待できる。次章では、まちあるきについて先⾏研究を確認し、
地域価値再発⾒という観点から地域にどのような効果をもたらすのか考察する。 
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第 2 章 先⾏研究̶地域愛と地域経済循環を⽣むまちあるき̶ 
 第 1 章では、地域資源を地域内で活⽤するための第⼀歩として、地域の良さを住⺠が知
ることが重要だと述べた。地域価値再発⾒をする⼀つの⽅法として「まちあるき」観光が
考えられる。まちあるきの可能性を探るため、本章ではまちあるきに関する先⾏研究やま
ちあるき参加者のレポートから、まちあるきが運営側と参加者側でそれぞれどのような効
果をもたらすのかを確認する。 
 

2-1  まちあるきとは 
 コロナウイルスからの旅⾏業界の⽣き残り戦略として、星野リゾートの創設者である星
野佳路がマイクロ・ツーリズムという新たな観光形態を提案している。マイクロ・ツーリ
ズムとは、 
 

遠⽅や海外への旅⾏に対し、3 密を避けながら地元の⽅が近場で過ごす旅のスタ
イル。⾃宅から 1〜2 時間程の距離で、安⼼、安全に過ごしながら地域の魅⼒を深
く知るきっかけになり、地域経済にも貢献します。保養⽬的で旅館やホテルに⾏
き、温泉や⾃然散策、料理を楽しみ、活⼒を取り戻す滞在旅⾏です。(星野リゾー
ト HP より引⽤) 
 
とされ、⾃宅から 1 時間から 2 時間圏内の地元または近隣への宿泊観光や⽇帰り観光を指
す。近隣地域内を観光することはウイルス感染拡⼤のリスクを減らすだけでなく、地域内
の飲⾷や⾃然鑑賞などを通して地域の魅⼒を再発⾒、そして地域の⼈々との新たな繋がり
が⽣まれるなど様々な魅⼒があると提唱している。 
このマイクロ・ツーリズムによる観光の⼀つにまちあるきがあると考えられる。現在、

約 250 以上の地域がまちあるき観光に取り組んでおりviii、まちあるき観光を新たな観光形
態として捉え、その仕組みや特徴を分析した研究が増えつつあるなど、社会的な⼈気が受
け取れる。まちあるき観光において先駆的な事例に、2006 年に始まった「⻑崎さるく」が
挙げられる。「さるく」とは、⻑崎弁でぶらぶら歩くという意味で、⻑崎の街をぶらぶら
歩くということをテーマとした観光集客事業だ。結果として全国から 700 万⼈を超える
⼈々が参加し、経済効果は 865 億円、費⽤対効果は 96 倍と、⼤成功を収めたイベントで
現在まで続く⼈気の観光イベントだ。現在、⻑崎さるくのコースは、体験がメインの「学
さるく」が 45 コース、ガイド・ツアーの「通さるく」が 30 コース作られ、そのほかにも
炭鉱ツアーや、希望の場所を三ヶ所選んで回ることができるフリープランなど様々なコー
スがある。市⺠によるガイドは 2012 年現在で 411 名と、住⺠⼀体となって⼤きな⻑崎観
光をつくりだしている。 
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この⻑崎さるくのプロデューサーであり、数々のまちあるき観光を⼿がけている茶⾕
は、まちあるきの⾯⽩さを以下の 6 つの視点から紹介している(茶⾕,2012, pp40-49)。 
① ライブであること 
② ⾃由であること 
③ つながりがあること 
④ 知的スポーツであること 
⑤ 低費⽤で実現できること 
⑥ 健康スポーツであること 

まちあるきの最も⼤きな魅⼒は、歩いて、⾒て、ガイドの話を聞くという現地でしか体
験することができないという点だ。また、服装や⽬的、時間場所すべて⾃分で決めること
ができるという⾃由さも魅⼒だとしている。⼀般的なツアー旅⾏とは違い、コースを外れ
ることも何時間⽴ち⽌まることも許され、このような私的に楽しめるという観点がまちあ
るきにおいて重要だと茶⾕は述べる。そして、3 つ⽬のつながりというのはまちあるきを
通して得られる新たな⽂化との出会いや、⼈と⼈との交流を指す。まちあるきに取り組む
過程で、街の⼈々全員がまちあるき運営の関係者になり、参加者と店員が会話を交わすこ
とで、まちがつながりの機能を果たすことにつながるという。 

そして、まちあるきの効果として、 
① ⼤きな集客効果 
② 低費⽤ゆえの持続性 
③ 市⺠主導・市⺠主体・市⺠協働 
④ 市⺠が元気になる 
⑤ 「まちあるき」は「まちづくり」 

の 5 つがあると茶⾕は述べている(茶⾕,2012 ,pp49-57)。まちあるきは箱モノによる集客
とは違い、今あるまちを歩くだけのため、費⽤は⼤きく抑えることができる。また、まち
あるきの主役はガイドを⾏う市⺠であり、コースやマップを企画し製作するのも市⺠の有
志である。まちあるきは、仕組みそのものが市⺠主導・市⺠主体・市⺠協働であり、市⺠
協働が形骸化すればその時点でまちあるきは失敗だという。逆に、まちあるきが成功する
ことは企画の苦労から成功の喜びまで、市⺠が全てを担い全てを受け⽌めることになる。
これは、これまで⾏ってきた芸能⼈招待など派⼿なイベントによる⼀過性の成功では味わ
えない、市⺠が参画しているからこそ味わえる感動だ。茶⾕は、「かつての伝統的な祭り
は、すべてこのような構造を持っていました。この営みこそ、市⺠を元気にします。「ま
ち」が市⺠のものになるからです(茶⾕,2012 ,pp56-57)。」と述べている。まちあるきを
通して地域住⺠たちが⾃分たちのまちを⾒つめ直し、魅⼒を伝えるために考え⾏動する過
程そのものにも、価値があることを指摘している。市⺠が主体となって運営する⻑崎さる
くでは、イベントを経て市⺠がまちをもっとよくしたいと思うようになり、⾃発的に道路
掃除をしたり観光客に笑顔を⾒せることに気を遣う⼈が増え、まちが明るくなったとい
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う。企業や⾏政のみで⾏う観光では、市⺠にここまでの影響を与えることは難しいだろ
う。まちあるきの⼤きなメリットは、経済効果だけでなく市⺠が参加することで、⾃分た
ちの地域に誇りを持つことだと考えられる。誇りを持つことがもっとまちを良くしたいと
いう向上⼼となり、結果として市⺠主導の⻑期的なまちづくりにつながるのだ。 

 

2-2   まちあるきの地域への貢献可能性  

①⻑崎さるく 
ここでは、久保⽥⽒が2013年に⻑崎さるくに参加した際のレポートを参考にする。 
 
 ベテランガイドの主婦、宮原さんの案内でスタート。昔の写真を⽤いて、観光スポット
である眼鏡橋が架けられた経緯や他の橋の特徴、これまで⽔害の様⼦を教わったという。
印象深かったのは「造りは⽴派でも傾斜が急なので、近所の⼈は⽂句を⾔いながら渡りま
す」と笑いながら渡った橋。話を通じていつの間にかまちの暮らしの中へ引き込まれるよ
うでした。と述べている。 
 まちなかへ⾏くと、和菓⼦屋に案内される。「変えてはいけないものを守りながら、常
に進化したいので研究しています」と、奥から現れた店主の静かな⾔葉。まさか和菓⼦屋
で「進化」が語られるとは、と驚いて聞いていると、それは⼿作りのため少量しか⽣産で
きない⼤⼈気の⻑崎カステラのこと。⾷感にこだわり、調理法を⽇々研究しているそう。
店主の姿勢やカステラ観に感動し、この気持ちや感謝を表現したくて思わずカステラを買
ってしまったそう。他の参加者も次々と買っていて、よく考えれば、いずれも宮原さんと
⼀緒でなければ会うこともなかった、まちの暮らしと⽣き⽅に⼼動かされる経験ばかり。
⽇常を楽しく豊かに⽣きる⼤切さを実感し、幸せな気持ちになりました(久保⽥,2013)。 

 
ガイドの話を通して、久保⽥⽒は住⺠⽬線ならではの裏話やお店の⽅の商品に対する想

いを知る。まちあるきを通して、まちの名物や観光スポットなどの単なる情報を知ったの
ではなく、このまちで暮らす⼈々の⽣活を追体験しているのだ。久保⽥⽒は翌⽇も再び同
じコースに参加したところ、前⽇と同じ道を歩き、同じお店に⽴ち寄ったにもかかわらず
驚くことに全く別の楽しさがあったという。その⽇のガイド⽥中さんはまちに隠れたハー
トマーク探しを⾏なった。昨⽇通った眼鏡橋にもハートがあることを新たに発⾒したり、
岩永梅寿軒で試⾷のカステラを⾷べる前に⽿元でつまんでしっとり感を⽿で味わってから
⾷べるという、⽥中さんが⾒つけたユニークな味わい⽅でいただいたりと、昨⽇とは違っ
た⾯⽩さを体験していた。 

 
ガイド⾃⾝の⾒⽅や考え⽅を通してまちを⾒ることでより多⾓的にまちの魅⼒を⾒つめ
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直すことができることがまちあるきの魅⼒である。久保⽥⽒は、ガイドによって同じ町で
も違った体験をしたことを、ガイドによるまちの 「編集⼒」だと分析している。 

ただ単に観光名物を増やしたり、⼤掛かりなイベントを開かなくても、そこに住む⼈々
の⽣活や暮らし⽅は千差万別であり、彼らの暮らしをガイドを通じて知ることは観光客に
とってその地でしか味わえないまさに固有の体験となる。また、店主のカステラに対する
思いを知って感動したりと、現地での交流がテレビやインターネットでは知り得ない⽣の
声を知ることで地域のため協⼒したい、⼒になりたいという、地域を応援したいという気
持ち⽣み出すことにつながったと考えられる。 
 
 
②⾹川県⾼松市「漫遊帖」 

⾹川県⾼松市では、「⾼松松平藩まちかど漫遊帖~そぞろ⾼松 ごゆるり参ろう~」とい  
うまち歩き型観光が 2006 年から⾏われている。団体ツアー旅⾏形式で、市⺠がガイドに
なり地域の歴史や特産品を紹介しながらゆったりと街を楽しむことを⽬的としている。市
⺠の⽬線から隠れた名店などを紹介してもらい、お店の⼈やガイドとの交流も⾯⽩さの⼀
つであり、参加者の 9 割が県内客であることが特徴である。⼭神らによる参加者へのアン
ケート結果によると、⼤多数が満⾜しており「住み慣れたまちの新たな発⾒」や「ガイド
の内容」に特に満⾜していた。⼭神は、 
 
まちあるき型観光の可能性は、どこのまちでも地域資源の発掘・活⽤ができ、まちのにぎ
わいづくりのきっかけとなり、また、郷⼟愛を育むことができることである。まちあるき
は，あまり知られていない場所や名産品，歴史などを紹介するもので、どこでも実施で
き，特別な⼟地である必要がない。今までまちの商店が観光対象として紹介されることは 
なかったが、まちあるきで紹介することによって、⼗分⾯⽩いと感じてもらえる観光資源
になることが漫遊帖で⽴証された。新しい観光施設をつくるのではなく、もともとある地
域資源の発掘・有効活⽤になり、まちあるきで紹介されることによって、商店のリピータ
ーが増えることは、まちのにぎわいづくりにつながる(⼭神・原,2008, pp147)。 
 
と述べている。まちあるきは外部からの観光客だけではなく、地域の住⺠にとっても⾃分
たちも住む街にある農作物や⽂化財など、今までは気づかなかった魅⼒に気づくことで地
域の良さを再発⾒し、地元愛の醸成につながることを⽰唆している。地域住⺠によるまち
あるきは、今まで知らなかった店で店主との交流という体験によって、また買いに⾏きた
い、店主と話に⾏きたいというリピーターを⽣み出すことにつながる。新規顧客を獲得す
ることは、地域にとって域内調達率を⾼めることにつながり、これまで外部に⼤部分漏れ
ていた地域外への消費を抑え、地域内経済循環を⾼めることにもつながると考えられる。 
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 先⾏研究からまちあるきは、運営側と参加者の双⽅に地域の良さを再発⾒し、まちを好
きになるという⼼理⾯での効果をもたらすことがわかった。まちを好きになるからこそ⼀
過性のイベントでは感じることのない、もっと良くしたい、また来たいという気持ちへと
変わる。これが⻑崎さるくでは掃除活動や、漫遊帖でのリピーターといった市⺠主体のま
ちづくりを⽣み出すのだ。リピーターは 2 章で指摘した地域内経済循環を⾼めることにつ
ながると考えられる。以上の点からまちあるきは、地域をより良くし、地域内の経済効果
を⾼める可能性を持っていると⾔える。 
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第 3 章 秋⽥市の基礎概要̶観光政策との交錯̶ 

3-1  秋⽥市の概要 

 本章では、今回調査対象地として選別した秋⽥市についてその概況を述べたのちに、秋
⽥市が抱えている課題について整理する。さらに、秋⽥市で現状⾏われている観光政策の
⽬的や効果を統計データなどを⽤いて調査及び研究する。 
3-1-1 秋⽥市の概況 

美しい⾃然環境を持つ秋⽥は多くの⽂豪や作家が⾜を運んでいる。松尾芭蕉は『奥の細
道』の旅で象潟を訪れた際「松島は笑ふが如く、象潟はうらむがごとし」と、宮城県の松
島に並ぶほどの美しい景⾊だと述べている。秋⽥市は、本州の東北秋⽥県の⽇本海沿岸地
域の中央部に位置しており、県庁所在地である。また平成 9 年に中核市に指定されてい
る。市の⾯積は 905.67km2 で、秋⽥県内では 5 番⽬に⾯積の⼤きい市である。明治期から
⾏われた合併により、これまでの約 2 倍もの⼤きさの市域を持ち、緑豊かな⼭と川、海な
どの⾃然環境に恵まれている。市街地は秋⽥平野の中央部に広がり、⽥園地帯が市街地を
取り囲んでいる。東部には標⾼ 1,170.4m の太平⼭をはじめ出⽻⼭地が広がり、岨⾕峡や
筑紫森といった景勝地が点在している。南東部から北⻄部にかけて県内⼀の⻑江である雄
物川が貫流し、流域には肥沃な耕地が広がっている。市の⻄部に位置する⼟崎湊を通じた
北前船航路や雄物川⽔運を活⽤することで物流拠点として繁栄した。ここで⽣まれた⽂化
として、直径 0.1mm の純銀の線をよりあわせて作る繊細な装飾品「銀線細⼯」などが挙
げられる(秋⽥県移住・定住総合ポータルサイト「“秋⽥暮らし”はじめの⼀歩」)。 
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図 3-1 秋⽥市の位置 
資料：コトバンクより引⽤ 

 

3-1-2 秋⽥市の沿⾰/歴史 
秋⽥市は、秋⽥県のほぼ中央部に位置する県庁所在地である。ここでは秋⽥市の歴史的

変遷や市街地の変容過程について説明する。 

秋⽥市の歴史は1602年から始まる。関ケ原の戦いの後、佐⽵義宣が常陸から秋⽥に国替え
となった。義宣は当初⼟崎の湊城に⼊場したが、⼿狭なため新城を建設し、新たな城下町
の整備を進めた。この時築かれた城下町は久保⽥と呼ばれ、現在の秋⽥市の原型となって
いる(秋⽥市サイト「秋⽥市の概要」)。 
 

明治〜⼤正期 

1889年の市制施⼯法決定に伴い、秋⽥市が誕⽣した。これに伴い市会を開いて市⻑を選
び、市役所を開庁。市としての⾏政、事務がスタートした。この当時の秋⽥市は⼤⽕とコ
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レラの流⾏で市街は衰えていた。近代化を⽬指し、産業の復興、衛⽣・医療の整備などま
ちづくりの道を歩む。 
 ⽇清戦争後、仙台に置かれていた歩兵隊と司令部が秋⽥市に移されることになった。移
駐には広⼤な敷地と巨額の経費がかかり、前年には⼆万三千円ほどだった市の予算は⼀気
に九万を超えた。隊が迎え⼊れられると市内にはラッパの⾳が響き渡り市⺠は歓喜して迎
え⼊れたという。また、⽇清戦争⽇露戦争によって中断されていた奥⽻本線の建設作業が
再開された。鉄道の敷設は⼈々の交通⼿段としてだけではなく軍需物資や兵員の輸送など
重要な役割を果たすため、秋⽥銀⾏が約130万円の⼯事費負担公債を引き受けるなど、官
⺠総⼒をあげて完成に⾄った。それ以前は秋⽥から東京へ⾏くには徒歩か⼈⼒⾞を経て盛
岡へ出るコースが主流だったため、秋⽥〜東京間の旅は⾮常に便利になった。これに伴い
秋⽥駅は秋⽥市の新たな⽞関⼝となったが、海の⽞関⼝としてこれまで使われてきた⼟崎
港は次第に衰退していく。しかし、近代化の波は衰えず⼟崎港は1908年には国鉄⼟崎⼯場
が設置され、1910年には⽇本⽯油秋⽥製油所が設けられるなど⼯業⾯で発展した。⼯場で
は蒸気機関⾞などの修理を⾏いのちにD51型機関⾞の製造も⾏なっている。軍隊の移住、
鉄道開通、⼯業化の発展によって秋⽥市の都市化は急激に進んだ。 

都市化の運動は市⺠⽣活を⾶躍的に改善した。1点⽬は⽔道建設だ。これまで市⺠のほ
とんどは飲み⽔を川の⽔か井⼾⽔に頼っていた。⽔源が天候によって左右されること。⽔
の需要の増加、⽣活排⽔による汚れ、コレラの発⽣など様々な課題を抱えていた。明治初
期から計画されていた上⽔道の⼯事により1907年⼀般家庭への給⽔が開始。市⺠は⼤いに
喜び、流れ出る⽔で乾杯する市⺠もいたという。この⼯事には国から4回にわたり補助を
受けて⾏うほど⼤規模なもので、明治の秋⽥市にとって⼀⼤公共事業だった。他にも学校
や図書館の設⽴、教育活動の⼀環として野球やスキー⼤会を盛んにおこなった。1916年に
は船川線、1924年には⽇本海沿岸を⾛る⽻越線が開通。秋⽥駅は⼆本の幹線と⼀本のロー
カル線列⾞の発着点となり、秋⽥市昼間の⼈⼝は⼤幅に増加した。⼤正期にかけて、教
育、スポーツ、⻘年たちの⽂芸活動など幅広い分野にかけて近代化が進んだ。 
 

戦後の復興と繁栄 

秋⽥市は戦争で⼤きな損害を受けている。戦時中は各地に警防団や⻘少年団が組織され
た。1915年には労働組合が全て解散させられ、愛国婦⼈会秋⽥⽀部の結成など⼈々の⽣活
はすっかり戦時体制下に置かれた。 

1945年⼋⽉六⽇には広島、九⽇には⻑崎に原爆を投下した⽶軍の攻撃を受けて政府は
「ポツダム宣⾔」を受諾することを決定し、8⽉15⽇、胆嚢からの⽟⾳放送によって⽇本
は無条件降伏をし、太平洋戦争は終わりを迎える。⽟⾳放送の前⽇である8⽉14⽇の夜、
⼟崎港は⽶軍機に突然襲われた。爆撃は⼟崎港だけでなく、周辺の町や⺠家にまで及び4
時間近く続いた。この爆撃で製油所は全滅、損害を受けた建物は約120、死者は136⼈、負
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傷者は約100⼈と推定されている。 
 終戦直後の秋⽥駅にはヤミ市が⽴ち並び、⾏商⼈や市⺠、軍⼈でごった返していた。駅
前広場の整備に伴い、ヤミ市は姿を消す。代わりに「⾦座街」「銀座街」といった商店街
を形成している。この名前には東京の銀座より⼈が集まり、お⾦が落ちるように、という
願いが込められていたという。⾷べ物も安く、庶⺠の溜まり場として使われ、秋⽥市随⼀
の商店街として賑わっていた。 

敗戦後の⽇本は不作が続いていた。⾷べ物がまかないきれない上に、復員者や外地から
の引揚者による⼈⼝増加により⾷料不⾜問題は深刻化していた。市⺠の中から餓死者が出
て、⼩学校に対する調査によると栄養失調で学業不能という児童が299⼈もいた。この状
況を打破するため1945年から翌年にかけて農地改⾰は実⾏された。GHQの経済構造の⺠
主化を⽬指して⾏われたこの改⾰は、⽇本農村に禍根を残していた⼩作制度を抜本的に改
変した。戦前地主王国として強固さを誇った秋⽥県の地主たちにとってこの農地改⾰は⼤
きな影響を受けた。秋⽥市では改⾰前18パーセントであった⾃作農家は70パーセントまで
に増え、⼩作農家は45パーセントからわずか4パーセントと⼤幅に減少している。 

GHQの指導のもと⾏われた社会教育は、公⺠館の設備、学校教育の充実化を⾏なっ
た。1951年には、アメリカ⽂化の普及、国際⽂化交流を⽬的とした「アメリカ⽂化センタ
ー」が秋⽥市に設⽴された。雑誌、ニューヨークタイムズなどの新聞のほか、映写機、レ
コード蓄⾳機なども設置され、巡回上映や貸し出しも⾏われた。これは、秋⽥県における
視聴覚教育の発祥と⾔われている。建物内には閲覧室だけでなくステージ付きの講堂、⾷
堂があり、アメリカ⼈による講演やバンド演奏を聴くことができた。このセンターは現在
秋⽥県⽴図書館として利⽤されている。 

秋⽥市は明治期に始まった合併や編⼊によって市域や⼈⼝を拡⼤させ、それに伴い交通
網や商⼯業など近代都市としての機能を⾼めている。1953年に交付された「町村合併促進
法」に基づき、秋⽥市はさらなる拡⼤を広げている。周辺13もの村を合併し、秋⽥市の⾯
積はこれまでの3.5倍ほどの459平⽅キロメートルに広がり、⼈⼝もおよそ1.4倍の19万⼈を
超えた。 

市内に散在していた官公庁をまとめようと、県庁舎を再建し、裁判や検察などの司法関
係の庁舎や農林省関係の建物、さらにNHK秋⽥放送局など様々な官庁ビルを建てた。⺠間
おビルも次々に建てられ、をかつて⽥んぼだった街並みが⼤ビル街へと⽣まれ変わった。 

1961年には秋⽥国体が開かれた。六⽇間に渡って⾏われた国体は、県内選⼿が多く活
躍したが国体の成果はスポーツの成績だけではない。道路の舗装や秋⽥空港の開港、秋⽥
駅の改築、県⺠会館の完成、県内各市間の電話即時通話化など多⽅⾯に渡って成果をもた
らした。国体が成功した要因には市⺠総ぐるみの協⼒体制があったからだと分析されてい
る。例えば遠⽅から訪れた選⼿や役員たちを宿泊施設ではなく⼀般家庭に宿泊させるとい
う取り組みを⾏った。これは「⺠泊国体」と呼ばれ、市⺠と選⼿の⼼と⼼の交流が⽣まれ
たと好評を受けている。市⺠の協⼒の柱となったのは「市⺠憲章」である。市の新⽣活運
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動協議会が市⺠から「市⺠⽣活のよりどころとなるもの」をつくってほしいという意⾒を
受けて作成、提唱されたもので、 
⼀、健康で働き、豊かなまちをつくりましょう。 
⼀、あたたかく交わり、明るいまちをつくりましょう。 
⼀、きまりを守り、住みよいまちをつくりましょう。 
⼀、環境をととのえ、きれいなまちをつくりましょう。 
⼀、教養を⾼め、⽂化のまちをつくりましょう。 
以上の5つがスローガンである。国体終了後には市⺠憲章推進協議会が発⾜し、(1)交通安
全部会、(2)花いっぱい部会、(3)⻘少年育成部会、(4)保健部会、(5)環境美化部会、(6)教
養部会、(7)レクリェーション部会の七部⾨が設けられた。これによって運動は市⺠に浸透
し、それぞれの地区、町内ごとに憲章の実践活動が進められた。国体と同年には「秋⽥市
の現状と将来の展望」という都市計画が策定された。計画の重点は⽣活環境の整備、教育
の充実、産業基盤の確⽴の3点である。これを元に秋⽥市の地域づくりは加速していく。 

特筆すべきものをいくつか紹介すると、まずは秋⽥港地区の開発が挙げられる。臨海部
に鉄鋼や⽯油精製など⼯業と電⼒基地。内陸部には重機や⼀般機械⼯業をそれぞれ誘致す
るために始まった開発である。秋⽥港を新たに開港し、港の沿岸部には⽕⼒発電所が建設
された。港と並⾏して臨海⼯業地帯が形成され、製紙⼯場や合板など様々な⼤型⼯場が作
られた。商業も活発化し、秋⽥卸センター誕⽣をきっかけに、中央資本による全国チェー
ン進出の波に乗り、商店街に⼤型スーパーの開店やデパート、ホテルなど市内の中⼼部の
⾼層ビル化が進んだ。これにより、地域に古くからあった商店街経営に陰りが⾒え始め
る。都市化は市の産業構造を変化させた。当時の秋⽥市の耕地⾯積は約8000ヘクタール、
農家は約7500⼾、農業⼈⼝は4万8000⼈と市総⼈⼝の約14パーセントを占めていた。しか
し、市中⼼部周辺の⽔⽥地帯が続々と宅地化され、これに伴い耕地⾯積、農業⼈⼝が急速
に減少した。また、⾼度経済成⻑に伴い⻘年層が他の産業に移り就職や出稼ぎのために農
業から離れたケースが多い。秋⽥市は機械化による省⼒化や共同化、野菜や花きの栽培も
取り⼊れた複合経営⽀援などを展開するが、消費者の⽶離れも相まって、現在に⾄る後継
者不⾜や⾼齢化問題を抱えることとなる。 

市街地拡⼤や⼯業・商業の拡⼤によって市⺠⽣活は⾶躍的に向上したが、これまでの産
業構造を淘汰することにつながり、現在の秋⽥市が抱える⼈⼝流出や⾼齢化などの課題を
産んだきっかけになったと⾔える。 
(秋⽥市制百年事務局市史編さん室「秋⽥市百周年記念誌」,秋⽥市,1989) 
 

 

3-1-3 秋⽥市の現状課題 

 秋⽥市の⼈⼝は周辺町村との合併を経て⼈⼝が増えていたものの、平成15年頃から減少
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に転じている。平成30年に策定された「秋⽥市⽴地適正化計画」によると、秋⽥市の課題
として⼀番に⼈⼝減少・⾼齢化が挙げられている。秋⽥市の⼈⼝減少は今後も継続し、
2035年には市街化区域全体の可住地の⼈⼝密度は 41.5 ⼈/ha となる⾒込みとなり、鉄道
駅周辺の旧来の市街地における⼈⼝減少により、各駅周辺の拠点性が薄れていくことが懸
念されている。 

 

図 3-2 地域別市街地化区域⼈⼝の推移 
資料：秋⽥市⽴地適正化計画 pp7 より引⽤ 

 
⼈⼝について詳しく⾒ていくと「秋⽥市まち・ひと・しごと創⽣総合戦略」によると、

社会動態については、1980年代後半から転⼊超過(社会増)の傾向が続いてきたが、2002年
以降は、東⽇本⼤震災後の⼀時的な転⼊超過を除き、転出超過(社会減)の傾向が続いてい
る。 近年の⼈⼝移動の状況をみると、秋⽥県内からの転⼊と東京圏への転出が相当部分
を占めており、年齢階級別では、転出超過数に占める「15~19歳」および 「20~24歳」の
割合が⾼くなっており、⾼校・⼤学等を卒業後、東京圏に進学・ 就職する者が多いこと
が特徴となっている。  

⾃然動態については、出⽣率低下等の影響で、1970年代以降出⽣数が減り続けたが、
2014年までは平均余命の延びを背景に死亡数があまり増えず、⾃然増となっていたもの
の、2005年以降は、死亡数が出⽣数を上回る⾃然減が続いている。  
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図 3-3 出⽣・死亡数、転⼊・転出数の推移 

資料：秋⽥市まち・ひと・しごと創⽣総合戦略 pp2 より引⽤ 
 

このように、若者を中⼼とした県外への転出超過と、出⽣数の減少・死亡数の増加が相
まって進むことが、秋⽥市の⼈⼝減少の要因となっていると考えられる。  

⼈⼝減少により県の⾃主財源が減りつつあることも課題となっている。歳⼊の⾃主財源
⽐率ixは、平成17~26 年の10年間で 1.3 ポイント減少している。将来的には、⼈⼝減少に
よる納税者の絶対数の減少、 地価の下落による固定資産税の税収減等により⾃主財源の
確保が困難となるおそれがあると危険視している(「秋⽥市⽴地適正化計画」,2018, 
pp26)。 

若者の東京圏への流出は⼤きな課題であるが、若者はまちあるきのメインターゲットと
なるのではと考えられる。東京圏へ出ていく⼤きな理由は秋⽥にやりたい仕事や⾏きたい
⼤学がないという「ない」ことが原因だ。実際にないのではなく「知らない」だけだった
若者を地域に引き戻す⼿段としてまちあるきは活⽤の可能性が考えられる。 
 
 

3-2  秋⽥市の観光政策 
 2019年に発表された秋⽥県の観光統計によると、秋⽥県の観光地点等⼊込客数は3527
万と、前年から約79万⼈の増加となっている。外国⼈延べ宿泊者数も前年⽐較で1万6千⼈
の増加の13万9千⼈である。観光消費額も前年から59億円増の1179億円となり、客数消費
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額共に増加傾向にある。平成30年に策定された、平成30年度から4年間の秋⽥県の⽬指す
姿を⽰した「第3期ふるさと秋⽥元気創⽣プラン」によると、豊かな⾃然環境や継承した
多様な⽂化などの秋⽥の原点を守りながら⼈と⼈の温かなつながりを持ち、イノベーショ
ンを⽣み出す「⾼質な⽥舎」を⽬標に掲げている。策定当時は東京オリンピック開催を控
えていたため県外・国外からの観光客を狙ってアジア圏からのクルーズ船の受け⼊れ態勢
の構築や、⼭⼿線のホームに秋⽥⽝と県内観光地収めたポスターを掲⽰するなど⾸都圏へ
のプロモーション活動を精⼒的に⾏っている。しかし、コロナウイルスは秋⽥にも⼤きな
影響を与え、竿燈祭りが中⽌するなど県内の観光地は春から観光客が激減している。この
現状について秋⽥県知事の佐⽵⽒は2020年の4⽉1⽇の職員に対する年度始めの知事あいさ
つで、秋⽥県のインバウンド政策について⾔及し、今後も国外との観光交流に⼒を⼊れて
いくとしながらも 
「常々これだけで地域振興ができるものかという、いささか疑問を抱いておったことは事
実で、同時に、地に着いたものづくり産業や農林⽔産業、情報産業の振興にも⼒を⼊れる
とともに、インバウンドも単⼀国にのみ集中しないよう、また、あえて前のめりに進めな
いようにしてきたつもりであります。」 
と、インバウンドだけに頼らず県内のものづくり、農林⽔産といった地域内の産業振興の
重要性を述べている。また、「数を競うことに重点を置きすぎたインバウンド政策の最も
弱い⾯が今回の事案により表⾯化したものといえるのでは」と指摘し、特定の観光に偏る
ことの危険性を⽰唆している。 
   

秋⽥県は、外部からの観光客による収益は安定して得ているものの、社会変動による影
響を受けやすいため、今後はそれらに頼りすぎないことが求められている。続いて、まち
あるきは地域住⺠及び地域資源の活⽤が必要となるため、現在⾏われている秋⽥市中⼼部
の賑わい創出のための取り組みを詳しく確認していく。 
 平成29年に策定された、秋⽥市中⼼市街地活性化基本計画によると、中⼼市街地活性化
のために、以下の3つの魅⼒を併せ持った中⼼市街地の形成を⽬指すとしている。 
 
1 市内外から来訪する多くの交流⼈⼝が⾏き交うまち(⽬標1『⾏きたい街』)  
2 愛着と誇りを持って多くの市⺠が暮らすまち(⽬標2『住みたい街』)  
3 新たな市⺠⽂化を育む多世代が交流する活⼒あるまち(⽬標3『活⼒ある街』)  
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図 3-4 中央市街地活性化の⽬標 

資料：秋⽥市中⼼市街地活性化基本計画 pp93 より引⽤ 
 

 
上記の⽬標を達成するために、中⼼市街地活性化の基本戦略として、 

① 「既存地域資源の活⽤促進」 

② 「新たなまちの魅⼒・価値の創出」 
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の 2 点を並⾏して進めようとされている。秋⽥駅を中⼼とする市街地において、旧基本計
画の⽬標であった休⽇の通⾏量については⽬標数値を達成したが、平⽇の通⾏量について
は、ここ数年横ばい状態が続いているという課題を抱えている。これは休⽇のイベント開
催時には多くの⼈が中⼼市街地を訪れているが、リピーターにつながっていないためと分
析されている。市⺠アンケートの結果からも、⽇常的に使いたい・買いたい施設や店舗が
ないという意⾒が多く、中⼼市街地の魅⼒不⾜が課題となっている。また、秋⽥市内の⼤
型商業施設の相次ぐ閉店により、中⼼市街地の商業集積・商業機能が縮⼩しているととも
に、空き地・空きビル化も発⽣している。今後は、休⽇のイベント等で集まった多くの⼈
にリピーターとなってもらうために、商店街の整備や魅⼒ある中⼼市街地を作っていくと
ともに、中⼼市街地内の商業機能と⽂化施設等の他機能との連携が必要だという。秋⽥市
中⼼市街地は交通の集積地となっていながらも既存施設をイベント時にしか活⽤できてい
ない。毎⽇同じ店、同じルートを利⽤しているだけでは⽬標である地域愛の醸成や⼈と⼈
との交流は⽣まれないだろう。市⺠が地域の施設や店舗に触れるきっかけとなるような仕
掛け作りが求められていると感じる。 

県⺠からも地域資源活⽤を求める声は数多い。これからの秋⽥について⾏政への要望を
募集した際、県⺠から届いた1081件の意⾒のうち商⼯業、貿易、観光の振興に関する要望
は271件と最も多く、秋⽥県⺠が今後の秋⽥の産業や観光について強い関⼼を⽰している
ことが読み取れる。意⾒を⼀部抜粋すると、 
・秋⽥の⾃然、⾷の豊かさをもっとPRし、観光に⼒を⼊れてもらいたい。 
・秋⽥にはとても素敵な観光地があるのに、そこを上⼿く活⽤できていないように思っ

た。観光地にたくさんの⼈達が来てくれるようなPR活動をしていけば、秋⽥の活性化に繋
がると思う。観光地の周辺に商店街等、寄っていけるような所があれば良いと思う。 
・秋⽥の⾷の豊かさと湯沢市の灯篭のような素晴らしい祭りが多いのに、全国にPRが⾏

き届いていないと感ずる。それぞれの地域には⾷でも祭りでも、精通している⼈の活⽤と
後継者の育成が必要と思う 
・無理して新しいものに⾶びつかなくても、とりあえずは⽣活基盤をしっかりとして欲し
い。広く多様な⽂化に触れることがしやすく、少しでも⽣きがいのある⼈⽣を歩めること
ができる⼈が増えて欲しいと思う。 

秋⽥県にはきりたんぽやハタハタなどの美味しい⾷材や、竿燈祭りやなまはげといった
現代に残る⽂化、⽥沢湖や⼩安峡などの豊かな⾃然環境など、他県に誇れる資源はたくさ
ん持っているのにもかかわらず活⽤できていないことを指摘されている。新しいものや新
規顧客に注⼒するのではなく、今あるものをより多くの⼈に認知してもらえるような政策
を希望する声が多い。 

以上から、これまでの外部客をターゲットにした観光だけでは今後の社会情勢に対応し
きれない危険性を持っていること、そして多くの魅⼒を持ちながらもそれをうまく伝える
⼿段や機会がないことによって、地元住⺠が秋⽥の良さを知らないまま離れていく可能性
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を持っていることの2点が秋⽥の観光政策の課題であることがわかった。次章では、この
課題に対して秋⽥県のまちあるき政策について触れ、どのような効果をもたらしているの
かを考察する。  
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第 4 章 秋⽥市におけるまちあるき政策 

4-1  概要 
 秋⽥市では⾏政が主体となって作られたまちあるきマップの配布や、観光事業所と地域
住⺠とで運営しているガイド付きのまちあるきなど、様々な⽅法・地域でまちあるきに取
り組んでいる。先⾏研究からまちあるきにおける市⺠参加の重要性を把握したことから、
本稿では秋⽥市で⽣まれ育った地域住⺠が発起⼈となって運営を⾏っているならやま⽇曜
はしご市と、商店街スゴロクの⼆つの事例を調査することにした。 

この 2 つを分析し、⽐較することでまちあるきがどのように地域に根ざし、地域にどん
な効果を創出しているのかを明らかにし、そしてイベントの共通点から、そうした効果を
⽣み出すにはどのような条件が必要なのかを明らかにする。 

 

4-2 ならやま⽇曜はしご市̶⽇常から⽣まれるコミュニティ̶ 

 
図 4-1 ならやま⽇曜はしご市マップ  

資料： ならやま⽇曜はしご市 twitter より引⽤ 
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概要 
2010年から開催し、毎⽉最終⽇曜⽇に⾏われているイベント。楢⼭地区にある喫茶店や

ケーキ屋、⼿芸店など約12もの店舗を地図にまとめ、期間中は特別ランチが⾷べられるな
どのイベントを開催している。 
 
取り組み 

イベント実施までの過程を⻄村⽒の著書「いま、地⽅で⽣きるということ」中のインタ
ビューをもとに記載していく。 
発起⼈は、秋⽥県⽣まれで秋⽥市の楢⼭地域で⻑くグラフィックデザインなどに携わる⽮
吹史⼦さん。周りの友⼈は皆東京に就職し、⾃分⾃⾝も憧れがあった。しかし、「私は秋
⽥でやっていこう」と思い、⾃分の価値や存在の意味を⾒つけたいと考えていたという。 
楢⼭地区は秋⽥駅から少し離れた場所にある古い地域で、以前の城下町にあたる。昔の建
物がそのまま残っていたり、店舗を改装して新たな店にする⼈が多かった。そうした⾃分
と似たような考えを持つ⼈々が集まっていると感じ、点と点を繋げば⾯⽩くなるのではと
考え、始めたイベントがならやま⽇曜はしご市だ。仕事のクライアントにあたる⽅も近所
にいたことで、打ち合わせの中で「せっかく近所に住んでいるのだから、何かやれない
か」という話をいつもしていたそう。その過程で朝市や、歩き回って楽しめるものなど構
想が膨らみ、ちょっとずつお店を「はしご」して回れるようなイベントがいいということ
で決定した。 

やりたかったことは新しいことではなく、今あるものを⾒つめ直す機会だと⽮吹さんは
語っている。「今⽇だけ半額です」などの特別な⽇としてではなく、「⽇常の延⻑で開け
てください」とお店の⽅に話しているという。お客さんにも、お店に⼊ってもらうだけで
いい。⾞で通り過ぎることの多い地区だから、まずは店があるということを知ってもらい
たい。⼀回⼊ると⾯⽩い店ばかりだから、みんな好きになって⾃分の店のようになるとい
う。イベントを通して今まで来なかった客層が来たり、横のつながりが⽣まれ、お店同⼠
が顔なじみになったという。「県外や市外から来て欲しいとかは思っていなくて、地元の
⼈にとって当たり前の「市」になって欲しい。」と語り、秋⽥に戻って仕事を始めた⽅
や、近所でコーヒー⾖の焙煎所を始めた夫妻との出会いを通して、今では東京に対する劣
等感が薄れ、今は秋⽥で良かったと感じているという。 

 

参加者の声 

参加者からは「こういうことはどんどんやってください！」という声もあり、⽮吹さん
はとても嬉しかったという。 

筆者が実際に⽇曜はしご市に加盟している⼿芸店を訪れた際、たくさんの⼈が店の中で
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談笑していた。店には、⽑⽷や布などの⼿芸グッズのほか、たくさんの⼿芸作品が並んで
いた。店主の⽅に話を伺うと、この作品は常連さんが作ってくれたもので、お店に置いて
あげて販売もしているという店の奥には作品の作者の⽅が座っていて、「いつもこの店で
編み物をしている。常連の⽅からこれを作って欲しいと頼まれることがある。」と楽しそ
うに話をしていた。この店ではグッズだけでなく店の奥がカフェスペースとなっていて、
コーヒーも販売している。店には常連の⾼齢者だけでなくその⼦供、孫世代のお客さんも
頻繁に来店しており、皆が顔⾒知りで声をかけて挨拶し、コーヒーを⽚⼿に談笑する様⼦
が印象的だった。常連客の1⼈は、「ここには編み物をしに来るよりも皆と話をしに来て
いる」と話し、店の中では暖かいコミュニティができているように感じた。 
 

考察 

ならやま⽇曜はしご市の⼤きな特徴は、⽇常の延⻑を意図していることである。イベン
トごとというといつもより安く売ったり多く売ったりすることで収益を図ることが⼀般的
であるが、普段と変わらない店を意識したイベントづくりを⾏なっている。これこそが、
常連客を⽣む仕掛けだと考える。⽮吹さんにとって楢⼭は⼀度開催して終わりの場所では
なく、地域住⺠が⻑く利⽤したいと思えるお店との出会いを想定している。何度も⾜を運
んでもらいたいからこそ有りのままの店の姿を⾒せ、参加者と普段通りに接することで参
加者と初来店の店との壁を少しでもなくすことに成功し、リピーター獲得に繋がったので
はないだろうか。⼿芸店での店主と客の会話の内容は、⼿芸に関する話だけではなく世間
話にも及び、なんだか友達同⼠で会話をしているような印象を受けた。⽮吹さんの秋⽥を
好きになってほしいという当初からの思いが、参加店だけでなく客にまで伝わったこと
で、地域住⺠にとって楢⼭のお店が気軽に訪れる居場所の⼀つへと変化したと考えられ
る。会話や趣味の活動をする場所が地域内に存在し、そこで⾷事をとりながら仲間たちと
楽しむ。客にとっては域に⾃分の居場所があることで⽣活が⽣き⽣きとするだろう。お店
にとってはもちろん客との交流の楽しさもあるが、そこでコーヒー代を⼩額ではあるが継
続的に得ることができ、その利益を使って地域の居場所を維持することができる。つま
り、楢⼭地域内という⼩さな範囲ではあるが、ならやま⽇曜はしご市は地域経済循環を⽣
み出すきっかけ作りに貢献している。 

イベントの成功に⽮吹さんの活躍は⼤きい。⾃⾝のこれまでの経験で感じていた東京へ
の憧れを、秋⽥で⽣きることへの価値や存在意義を⾒つけることに変化させたことが⼀番
の転換点だろう。⼀⼈では成し得られなくてもともに同じ志を持ち協⼒してくれる仲間が
いたことも成功要因の⼀つではないだろうか。⽮吹さんは本イベント以外にも秋⽥県が制
作・発⾏し、秋⽥に住む⼈や取り組みを紹介するフリーマガジン「のんびり」の紙⾯の編
集や、ウェブマガジン「なんも⼤学」の制作など秋⽥の魅⼒を発信する活動に精⼒的に取
り組んでいる。これらの活動も全て⽮吹さん⼀⼈で⾏なったのではなく、県内外の⼈々や
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⾏政を巻き込んで取り組んでいる。⼊稿直前になっても記事の作成には妥協をせず、発⾏
して終わりではなく具現化して地域に残そうと責任を持って当たったという。 

⽮吹さんのような強い地域愛を持って周囲を巻き込む影響⼒の⼤きさこそが、イベント
成功の原動⼒となっているのだろう。 

 
 

4-2 商店街スゴロク̶偶然による出会いの創出̶ 

 

図 4-2 商店街スゴロクマップ  
資料： 秋⽥産経新聞 HP より引⽤ 

 

概要 

秋⽥駅前にある商店街をすごろく盤に⾒⽴て、サイコロを振って出た⽬で各店を訪問、
参加費は500円で600円分の買い物券が渡される。「好きなジュエリーや時計を試着する」
「100円でアイスを買う」「リラクゼーションルームでマッサージを受ける」など、商店
ごとに出されるお題をこなしながら上がりを⽬指す。毎年多くの地域住⺠が参加し、今年
で40回⽬となる⼈気のイベント。 
 

取り組み 
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ここでは、⽂春オンラインによる葉上⽒のインタビュー記事「地⽅は消滅しない――秋
⽥県秋⽥市の場合 商店街スゴロクで街を知る、⼈を知る」をもとに記載する。発起⼈
は、秋⽥市市議会議員の武内伸⽂さん。武内さんは東京のコンサルティング会社を辞め
て、環境に優しい持続可能な社会実現のための勉強をしたいと考えイギリスの⼤学院に留
学し、オーストラリアで就職活動をしていた。しかし2005年、印刷会社を経営していた両
親と兄が⾃動⾞事故に遭ったという知らせを受ける。武内さんは秋⽥に戻り、そのまま家
業を⼿伝った。 
 秋⽥に戻った後でも、持続可能な社会実現の夢を持ち続けた。会社の営業で知り合った
秋⽥駅前から1キロほど歩いた場所に位置する⼤町商店街のスーパーの社⻑に協⼒を求め
市⺠団体SiNGを結成し、「わらしべ貯⾦箱」というイベントを始めた。これは、家庭で⼊
らなくなった物を持ち寄り、買う⼈が⾃分で百円以上の値段をつけて貯⾦箱にお⾦を⼊れ
る。集めた貯⾦は社会活動に役⽴てるという取り組みだ。 
 しばらくして隣の通町商店街にも持ちかけた。その時に会ったのが同商店街振興組合の
前理事⻑で、和菓⼦店「勝⽉」会⻑の⽚⾕信⼀さんだ。わらしべ⻑者の話に興味を持ち、
通町でもやってみなさいと受け⼊れた。こうして両商店街でわらしべ貯⾦箱が始まった。 

商店街スゴロク開催にあたって、⽚⾕さんの次の理事⻑で⽣花店経営の佐藤政則さんは
「⾯⽩い。やってみよう」と思った。通町商店街は市内で最も活気のある商店街と⾔われ
ており、「誰かが⾔い出したら否定せず、可能な⽅法を探してみよう」がモットーだ。 
 ⼀⽅、⼤町商店街は核テナントやショッピングモールが撤退し、振興組合の加盟はこれ
までの五分の⼀程度の23事業者に減ったという。両商店街とも売り上げは年々落ちていた
ため、何かに挑戦しなければと考えていた。だからこそ武内さんの案に乗った、と葉上⽒
は考察している。 

2010年4⽉に初開催。この年の10⽉のイベントでは「⼥性が品物を⾒ているうちに試着
したいと⾔い出して、⼆万七千円の服を買ってくれました」と⾐料店店主が語る。⼩売店
の店主も「2~3割の⼈は買い物券の他にも買ってくれます」と話す。制服・ランドセル販
売を⾏う店では「男⼦学⽣服を着る」という指⽰を出したことがあるが、「中学に進学す
る時に制服を買いに来てくれました」と店⻑は語っている。 

「世の中には売る⼈と買う⼈がいます。それをつなぐのが⾒る⼈、遊ぶ⼈で、スゴロク
がその役割を果たしています。例えばウインドーショッピング。⾒るだけの⼈、遊ぶだけ
の⼈が⼤勢いるから売れるんです。それに、スゴロクは何万枚ものチラシよりよっぽど効
果がありますよ。何⼗⼈かしか訪れないのに馴染みになってくれる⼈がいるのですから。
⾃然な出会いで、店の雰囲気を感じ取ってもらえるからでしょうか。地味な催しですが、
商いの原点を考えさせられます」と、⼤町商店街振興組合理事⻑の⾼堂裕さんは商店街ス
ゴロクの奥深さを語っている。 
 武内さんは本イベントについて以下のように説明している。「商店街でコンサートや祭
をしても、賑わうのは会場や通りだけで、店には⼈が⼊って来ず、逆に売り上げが落ちて
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しまうという話を聞きました。街は踊れど、店は踊らず。ならば店の本業を伸ばす催しが
出来ないかと考えたのです。サイコロの⽬によって好もうが好むまいが半強制的に店に⼊
ってもらい、店主らと交流する機会が作れたら、街の魅⼒を発⾒するきっかけにもなると
発想しました。」 
 

参加者の声 

秋⽥市通町商店街振興組合によると、毎回100⼈ほどの参加があり、低費⽤で新規顧客
の獲得に貢献している。5回も参加するほどの常連もいて、述べ参加⼈数は2000⼈ほどに
なる。 
「三回⽬の参加です。初回に⼊ったパン屋では毎週買うようになりました。ショッピング
モールの閉鎖で移転先が分からなくなっていた喫茶店も、スゴロクでビルの⼆階にあると
知り、また通おうと思っています」「スゴロクで初めて訪れた美容院にはしばらく通いま
した」などリピーターの声も続々とあったという。 
 

考察 

商店街スゴロクは、サイコロを使って⾏き先を指定することで参加者にどの店に⾏くか
わからない緊張感と新たな店との出会いを⽣む。偶然性が⾼いため、何度参加しても新た
なお店や⼈に出会える機会があることもイベントとしての魅⼒の⼀つだ。半強制的に店に
⼊るため、普段は⾒向きもしないような店に⼊ることもある。⼤町商店街には古くから営
む店が多く⽴ち並んでいるため、外からだと⼀⾒何を売っているのか分からない店もあ
る。地⽅での⽣活は、買い物はスーパー、服はインターネット通販と、⽣活の⾏動パター
ンが固まりがちだ。商店街スゴロクはそんな形骸化された⽇々の⽣活から抜け出すきっか
けとなり得る。⾼堂さんが指摘しているように、まずは地域に何があるのか知らないと、
いきなり知らない店に⾶び込むことは難しいだろう。買う⼀歩前の段階の⾒ることが、地
域資源の理解となり、こんなに素敵な店・⼈があったのかという体験が、参加者に購⼊先
の選択肢を⼀つ増やすことに繋がる。スゴロクにしたことで参加者は実際にマスに⽌まら
なくてもお店の説明を⾒てどんな店なのだろうと想像⼒を掻き⽴てられる。実際に訪れる
のは数店でも参加者に興味を持たせる仕組みができていることが商店街スゴロクの特徴
だ。地域資源に興味を持って知ろうとする⾏為は、参加者が地域愛形成の第⼀歩ではない
だろうか。ゲーム感覚で⾃然と地域に対する興味を持つきっかけを提供するという点にお
いて、商店街スゴロクは、地域住⺠と地域資源をつなぐ架け橋のような存在となってい
る。 

このイベントの成功要因はこちらも発起⼈である武内さんの⼒が⼤きいだろう。現在も
市議会議員として活動されている武内さんは、秋⽥にいながらも地域のためにという熱い
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想いを持ち続け、⾃ら声をあげたことで組合の⼈々に受け⼊れられたのではないだろう
か。既存体制に限界を感じていた商店街に武内さんが新たな⾵を浮かせたことで、もう⼀
度やってみようと商店街の⽅々の地域愛に熱を着け、新たな挑戦に結びつけたと考える。 

 

まとめ 

ならやま⽇曜はしご市は普段通りの⽇常を提供し、商店街スゴロクは偶然による出会い
を狙った。地域住⺠へのアプローチの仕⽅は異なるものの双⽅に共通していることは地域
を良くしたいという運営に携わる者の地域愛である。衰退しているまちを変えたいという
漠然とした想いを抱えていた地域の店に対して、発起⼈が声をあげて呼びかけたことで共
鳴し、実際に⾏動するまでの原動⼒を与えたと考えられる。 

発起⼈の⼆⼈はともに東京への憧れや、海外での活動を諦めるといった挫折の経験があ
るにもかかわらず諦めることなく、他所でできないなら秋⽥でできることをやればいい
と、想いを諦めなかった点が共通している。そんな地元への深い情熱があるからこそ周囲
に受け⼊れられ、協⼒を得ることに成功したと⾔える。地域を変えるには資⾦⼒やPR⼒よ
りも何より他者を巻き込むほどの地域への強い思いと⾏動⼒が重要だ。 

 

第 5 章 まちあるき観光の地域貢献の可能性に関する考察 

5-1 まちあるきはいかに地域に貢献し得るか 
 まちあるきは運営側と参加者の双⽅に地域愛を⽣み出すと同時に、まちと⼈を繋げる役
割を持つと⾔える。また、このつながりこそが地域内経済循環を作るきっかけになり得る
と考える。 
 ならやま⽇曜はしご市では顔なじみの常連客が⽣まれ、商店街スゴロクでは毎週店に通
うほどのリピーター獲得に成功している。まちあるきをきっかけに今まで利⽤したことが
ない店に⾜を踏み⼊れることで、知らない店だからこそ店主との会話が⽣まれ、客と店主
というお⾦での繋がりではなく、同じ町に住む⼀⼈の市⺠として⼈と⼈の⼼の繋がりへと
成⻑する。交流があるからこそ、店での体験は、会話を通じて毎回新たな発⾒や出会いを
⽣み、また来たいというリピーターの創出につながるのである。これは、⼤型スーパーで
商品を購⼊する⾏為では味わえない体験だ。 
 参加者は、新発⾒を求めて何回かまちに⾜を運ぶうちにまちに関する知識が増え、⾃然
とまちと⾃分が密接な関係になっている。「知らない」⾯⽩さに惹かれて参加したはず
が、いつしか「知りたい」「関わりたい」気持ちへと変わることは地域愛が⽣まれた証拠
である。⾃分の住む地域を深く知ることで、他の地域にはない⾃分の街だからこそ感じる
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魅⼒を味わい、地域に対する誇りを⽣むことにも繋がるのだ。 
 運営する店でも、多くの客が店を訪れた達成感から、次はこんなもてなしをしてみよう
とさらなる向上⼼が⽣まれ、来てくれた客に丁寧に対応することでますます店を盛り上げ
ようとするやる気の底上げにも繋がるだろう。これもまた地域に対する想いの現れであ
る。双⽅に共通する地域愛が、⻑期的な関係を⽣み出し、この関係が⾃然と地域内経済循
環を⾼めることに繋がっているのだ。 

  このような効果を地域にもたらすためには、以下の要因が関係していると考える。 

1 点⽬は地域住⺠が主体となって参加することだ。ならやま⽇曜はしご市も商店街スゴ
ロクも、誰かが⼀⽅的に先導するのではなく提案を受け⼊れ、みんなでどうするかを⾃由
に考えている点が共通している。⾃由にやりたいことを提案できる環境があったからこそ
参加店舗はそれぞれのやり⽅で参加者を楽しませることに成功している。街の楽しみ⽅の
幅広さは同時に参加者のイベントの満⾜度にも繋がる。より多彩なイベントになるには地
域住⺠の想いを実現するための柔軟な対応⼒も同時に求められる。 
 2 点⽬はまちあるきを作り上げるリーダーが、地域愛を持っていることだ。ならやま⽇
曜はしご市も商店街すごろくも発起⼈の⽅は共通して地域の良さを知ってもらうために、
地域内に散らばっている店や⼈を繋ごうと考えたことがきっかけだ。いち早く地域に眠る
地域の良さに気づき、それらをうまく活⽤できていない現状を、イベントを通して地域住
⺠に発信し、利⽤者を増やすという⾏動は、地域経済循環を⾼めるために地域を⾒つめ直
し、無駄な⽳を埋めるというプロセスと⼀致している。単に集客率や売り上げを伸ばすこ
とを⽬指していると、広報活動など短絡的な⾏動を起こしがちだ。また、店ごとで売り上
げ⽬標や経営⽅針は様々であるため、お店を経営する⼈々全員が同じレベルの経済効果を
狙って動くことは難しいだろう。しかし、このまちを好きになる⼈が増えてほしいという
気持ちは経営者全員が持っているはずだ。地域が好きだからこそ、まちの良さを活⽤する
という同じ⽬標に向かって全員が⼒を合わせてまちあるきを作り上げることができ、結果
として参加者にも地域愛が伝染し、より持続的な経済効果をもたらしている。 

 

5-2 現状と課題に対する考察  

 ⼆つの事例をもとに秋⽥市におけるまちあるき観光を調査したが、秋⽥市において市⺠
が主体となって活動しているまちあるきは秋⽥市中⼼部に集中して作られている。もちろ
ん中⼼市街地には 3 章で触れた賑わい不⾜という課題を抱えており、交通や商業の集積地
という観点からもまちあるきを作りやすい場所であると感じるが、より中⼼部から離れた
エリアでまちあるきが広がっていくことが求められているのではと考える。郊外に住む
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⼈々こそ買い物は⾞で遠くのショッピングモールを利⽤し、まちには何もないと感じてい
る住⺠が多いだろう。そういった地域でこそまちあるきは真価を発揮すると考える。何も
ないと思っている地域にこそ地域の価値は隠されていて、まちの歴史や知らない店との出
会いなど様々な再発⾒があるだろう。中⼼部だけにとどまらずより多くの地域でまちある
きが開催されることで、地域愛をより⼀層⾼められると考える。 
 また、まちあるきの参加率に関しては若者の参加率が低いことが課題だと感じる。3 章
で述べた若者の流出は秋⽥の良さを知らないことから⽣まれるという考察をした。今後の
将来を握る若者にこそ将来の選択肢を増やす⼿段としてまちあるきが効果的だと⾔えよ
う。まちあるきの運営を学校と連携したり、SNS を使った告知を強化したりするなど若者
へのアプローチが参加率向上のために必要だと考える。 
 本稿ではガイドを使わず参加者主体で歩き回るまちあるきを事例としてあげたが、秋⽥
市には「秋⽥市アートなまち歩き。」という秋⽥市中⼼部の美術館などの⽂化施設を中⼼
に市⺠ボランティアがガイドとしてツアーをするまちあるきがある。運営に携わっている
秋⽥観光コンベンション協会の豊島さんによると、ボランティアは現在 35 名で平均 65 歳
だそう。ガイドの⾼齢化が課題となっており、体⼒⾯や将来的な存続に不安があるとい
う。まちに⻑く住んできた先⼈によるガイドはまちの古い歴史を知ることができ、より⼀
層⾯⽩いまちあるきになるが、今後はまちの良さの継承という観点も考慮すべきである。 
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終章 

終-1  まとめと図式化 
本論の構成を図式化すると、以下のようになる。 
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本稿ではまず、⾃⾝の研究動機から地域が消費されない観光の⼀つの⼿段としてまちあ
るきを提案し、まちあるき観光は地域にとって何をもたらすのか、そのために重要な要素
は何かを明らかにするべく、観光に関する知識と地域経済のお⾦の動きを把握したのち、
先⾏研究のリサーチと調査対象地である秋⽥市の現状理解を⾏なった。そして実地調査や
インタビューを⾏った。 
 近年の⽇本の観光における動向から、社会状況に対応するため、ニーズを⾒極め地域に
⾒合った規模感で観光を⾏うことが求められているとわかった。そして観光の⼤きな⽬的
は経済効果であるという点から、そもそも地域内でどのように⾦が動き経済効果を⽣み出
すのかを確認し、地域経済循環を⾼めることの需要性と、地域経済循環を⾼めるには地域
の良さを知ることが必要だと明らかにした。先⾏研究ではまちあるきの実態を把握。参加
者と運営側ともに地域を好きになるという⼼理的効果がリピーター獲得につながることが
分かり、まちあるきが地域経済循環に対しアプローチできる可能性があることを明らかに
した。秋⽥市が抱える⼈⼝流出問題は若者に特に多く、地域の良さを知らないことが原因
の⼀つだと分析した。また、中⼼市街地の活⽤という観点からもまちあるきのニーズが⾼
まっていることがわかった。 
 ⼆つの事例の調査結果から、まちあるきは参加者と運営側の双⽅に地域愛を形成し、ま
ちと⼈を繋げる役割を持ち、地域内経済循環を作るきっかけになると考察した。またその
ためには、地域住⺠が主体となって参加して⾃由に意⾒を出す環境を作ること、そしてリ
ーダーが経済効果だけに主眼を置くのではなく地域愛を⼤切にしていることがイベントを
開催させる上で必要だとわかった。 
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終-2 総括 
 地域が観光に取り組む⼀番の⽬的は経済効果だが、まちあるきにおいてはそれを超えた
地域愛が重要な要素となり、結果として地域愛こそが継続的な地域経済循環を産むことが
分かった。 
 本稿で取り上げたまちあるきは、ならやま⽇曜はしご市は決まったコースはなく参加者
が⾃由に歩いて回る形式であるのに対し、商店街スゴロクはサイコロを通じて半強制的に
⽬的地を指定される形式である。⼆つのまちあるきの形式は全く異なっているが、まちあ
るきを作るリーダーが持つ「まちを好きになってもらいたい」という気持ちは共通してい
た。地域愛さえあればどんな形でもまちあるきとして開催することができ、そんな⼀つの
枠に囚われない柔軟さこそがまちあるきが住⺠に愛される⼀つの理由だと考える。 
 まちあるきはあくまできっかけづくりであり、イベント後のまちとの関わり合い⽅は、
週に⼀度ご褒美として利⽤したり、店主との会話をするために気が向いたら⽴ち寄ったり
と参加者によって⾃由である。まちあるきを通して、イベント後も⾃分の⽣活の選択肢の
中にこれまでなかった選択肢が増えることが、地域レベルでの⼩さな経済循環を回すきっ
かけではあるものの⼤きな⼀歩となっており、他の観光にはないまちあるき特有の効果だ
と考える。 
 今回の調査により、まちあるきは地域価値を再発⾒するだけでなく経済循環や若者の定
住率向上の可能性を持っていることが明らかとなった。今後様々な地域でまちあるきが開
催されることで、地⽅の良さをあらためて認識できる。⾃分の住むまちが単なる⽣活拠点
ではなく、⼈々にとって⽣きがいや愛されるものへと⽣まれ変わることで東京⼀極集中の
現状を打破することができるだろう。まちあるきは⼈⽣や社会をより豊かにする⼤きな可
能性を持っている。 
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発表の際に皆さんから頂いた意⾒は、⾃分の論の曖昧な点や不⾜部分を明らかにする⼤き
な助けとなりました。これまでの活動の過程は、論⽂執筆のためだけでなく、様々な⾓度
から物事を⾒つめる視点の⼤切さに気づき吸収することができた⾮常に貴重な時間でし
た。⼼より感謝申し上げます。最後に、主査の浦野先⽣には多くのアドバイスを頂き、本
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当にありがとうございました。先⽣の的確なアドバイスから、⾃分の中でも不明瞭だった
論⽂の⽅針が明確になり、論⽂を最後まで執筆することができました。また、ゼミの活動
全体を通して、様々な情報を取捨選択し多⾓的に物事を捉える⼒を養うことができ、この
2 年間で学んだことは今後にとっても糧となる時間でした。 浦野ゼミの経験を忘れず、社
会に出てからも世の中の構造を把握し、深く思考することを怠らないよう、これからも精
進して参ります。  
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